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第 1 章　レジリエンス視点からみた日本企業の事例研究とベトナム・ダナン City のレジリエンス力
いリスクに直面する。そこでリスクを「見える化」しようというのが改善の
スタートであった。具体的には①運行の見える化 : 埼玉大学と協同で GPS
と乗降センサーによるバスデータ取得，車内アンケートの実施，②顧客ニー
ズの見える化：社内アンケート，住民意識調査，③コストの見える化： 1 台，




















100人増えた。過疎地域の住民にとって，従来は 1 時間に 1 本だったバス運


































社名 リスク直視 企業ビジョン・使命 柔軟思考・戦略
池内タオル ＊＊ ＊＊＊ ＊＊
酔仙酒造 ＊＊ ＊＊＊ ＊
イーグルバス ＊ ＊＊ ＊＊＊
注：＊＊＊＝非常に重視，＊＊ = かなり重視，＊＝重視
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下記の資料は，2014年 8 月29日発行のベトナム・ニュース誌の第 1 面の情
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クフェラー財団支援による Arup 社の The﻿City﻿Resilience﻿Framework におけ
る，　質の高いレジリエンスの特性要因（学習力，臨機応変さ，耐性，冗長性，柔
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軟性（代替案の確保），広範なコミュニケーション）が反映されていく企業文化を築
くことが重要である。
本稿の関心はレジリエンスの概念とその指標，およびビジネス・レジリエ
ンスを構成する共通要素の発見，日本企業にとってのレジリエンス概念・指
標の意義などであるので，ダナン市のレジリエンスが世界で３３位以内に入る
状況にあることを指摘するにとどめ，ダナン市の詳細なレジリエンスの検討
は別稿に譲りたい。
